
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●係留施設（重力式・矢板式岸壁、桟橋など）の設計 

●外郭施設（防波堤、護岸、防潮壁など）の設計 

●地震動の作成 

●施設の耐震照査（液状化を考慮した地震時動的応答解析：FLIP） 

●施設の耐震改良検討 

●津波および津波に伴う土砂移動シミュレーション 

●津波に伴うコンテナ等の挙動解析 

●津波越流時の防波堤の破壊解析 

●避難シミュレーション 

●港内静穏度解析（港内波高分布計算） 

●高潮・波浪推算、高潮浸水シミュレーション 

●港湾施設の事業効果検討（国際コンテナ戦略港湾の事業効果検討） 

●港湾計画の策定検討 

●港湾の事業継続計画（BCP） 

●大型クルーズ船バースの設計 

●港湾施設の維持管理に関する新技術の導入 

●洋上風力発電に関する設計・解析技術 

◆港湾施設被害度診断システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆粒子法による解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

港湾・海岸グループでは、国民が安全に安心して暮らすことができる豊かな社会の

実現および我が国の経済、産業競争力の強化を目指して、港湾に係る「計画」「調査」

「設計」を行う他、「防災」「維持管理・保全」等の観点から「数値シミュレーション」

や「アセットマネッジメント」等を実施し、近年では多くの業務で表彰をいただいて

おります。 

◆洋上風力発電に関する技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆津波襲来時の群集行動シミュレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（https://www.newjec.co.jp/注目技術） 

 

TEL.   06-7732-3125  港湾・海岸グループ統括 平井 俊之 

Mail:  hiraits@newjec.co.jp 

 

https://www.newjec.co.jp/
https://www.newjec.co.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


